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１．研究計画の概要 
「役割語」とは、ステレオタイプ的な人物像
と、心理的連合によって結びつけられたスピ
ーチスタイルのヴァリエーションのことを
指す。本研究では、(1)「役割語の認知とその
発達」(2)「役割語の対照言語学的研究」(3)
「役割語を巡る作品と享受者のインタラク
ション」(4)「日常談話における役割語の運用」
の諸点を明らかにするために、(a)「幼児・児
童の役割語的知識に関する心理実験と、それ
に基づく役割語習得メカニズムの理論化」(b)
「対照研究の理論的基盤の整備」(c)「ポピュ
ラーカルチャー作品における役割語表現の
機能に関する基礎研究」(d)「日常談話におけ
るキャラ語尾と発話キャラクターの関連に
関する研究」(e)「国際的研究ネットワークの
構築」の 5 つの課題を進めていく。併せて、
本研究の遂行を通して、日本語教育を初めと
する言語教育、国語教育、翻訳論、文学研究
等の隣接領域へも応用的貢献への方策も探
求していく。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 役割語の認知・発達に関する心理調査に
ついては、実験方法をほぼ決定し、準備作業
にある。パソコンにアニメ・音声を伴う刺激
材料を作成中である。音声による役割語の刺
激を聞いて、アニメの人物を選択するという
もので、幼児および成人を対象とし、平成 22
年度中にパイロット調査に入る予定。 
 
(2) 対照研究および国際交流に関しては日本
語と英語、韓国語、ドイツ語、スペイン語等
の対訳資料（マンガ、アニメ、映画等）を収
集し、文字起こし作業を進行中であり、一部

研究成果を論文および口頭発表として公表
している。また、現在までにマレーシア、韓
国で講演、シンポジウムを行った。さらに、
英文による論文を海外投稿済みで、編集部に
よりすでに受理されている。 
 
(3) 役割語を巡る作品と享受者のインタラク
ションに関する理論的研究としては、キャラ
クターに関する研究書・研究論文を収集、整
理しながら、役割語の説明に適した新しいキ
ャラクター理論を構築中であり、論文執筆の
予定である。この研究によれば、キャラクタ
ーとは属性による仮想的な人格像と定義で
きるが、役割語とはまず社会的グループ（性
別、年齢・世代、階層・職業、人種・国籍等）
と話し方との対応であり、さらに個人的属性
としての性格・コミュニケーション・パター
ンと言語表現の変異が対応を見せる事も有
りうることを明らかにした。 
 
(4) 日常談話における役割語の運用に関して
は、性差や年齢、また臨時的役割について、
キャラ語尾を中心に変異が見られることを
明らかにし、その実態調査が進んでいる。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由) 
役割語の認知・発達に関する心理調査は若干
遅れているが、これは担当の連携研究者の家
庭的事情（出産・育児等）によるもので、現
在は研究ペースが回復している。 
 その他の事項に関しては、概ね順調に達成
されている。とくに英文論文の執筆・投稿に
ついては、当初の計画を越えて進展している
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ことが認められる・全体としては、遅れてい
る部分もあるものの、順調な達成を見ている
と言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度中に心理調査のパイロット調査を推
進・完了の予定である。また平成 22 年度は
最終年度に当たるため、年度末近くに公開シ
ンポジウムを行う予定である。また、平成 21
年度に非公刊論文集を編集・発行したが、平
成 22 年度には公刊論文集を発行する予定で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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